
石坂ファームが有機JAS認証も取得
固有種野菜を栽培するグローバル基準のオーガニック農園を展開

2019年4月15日

発行NO.00017

PRESS  RELEASE

石坂産業株式会社（本社：埼玉県入間郡三芳町、社長：石坂典子）の農園「石坂ファーム」は、3月
28日付で「有機JAS認証」を取得いたしました。当社は2017年に農業の国際規格「GLOBAL
G.A.P.」も取得しており、石坂ファームはGAP認証と有機JAS認証を取得した、グローバル基準の
オーガニック農園です。当社は環境産業として、石坂ファームの取り組みを通じて限りある環境を
守り、持続可能な社会のためにあるべき農業のスタイルを追求してまいります。
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■有機JAS認証とGAP認証を取得したオーガニック農園

有機JAS認証は、日本農林規格に基づき、農林水産大臣が定めた品質基準や表示基準に適合した農林
製品に与えられる認証です。
日本国内では、有機JAS認証を受けた野菜だけが“有機野菜”として唯一認められています。
当社は2017年に農業の国際規格「GLOBAL G.A.P.」も取得しており、石坂ファームはGAP認証と有機JAS
認証を取得した、グローバル基準のオーガニック農園と言えます。
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【会社概要】
社名：石坂産業株式会社
事業内容：産業廃棄物中間処理業
創立：1967年7月

代表者：代表取締役社長 石坂典子
本社所在地：埼玉県入間郡三芳町上富1589-2
従業員数：約180名
コーポレートサイト： www.ishizaka-group.co.jp

＜本件に関するお問い合わせ＞

石坂産業株式会社 広報課：三木千鶴
住所：〒354-0045 埼玉県入間郡三芳町上富1589-2

TEL：049-259-5800 FAX：049-259-7636
E-mail：pr@ishizaka-group.co.jp

石坂ファームが有機栽培に取り組むのは、環境教育
や里山保全にも取り組む企業として、広く「環境」という
視点で見たときに、持続可能な農業を追求したいとい
う想いからです。
石坂ファームでは、有機JASが認める農薬や化学肥
料でさえ一切使用せず、土壌の持つ力を活かして農
作物を栽培する「落ち葉堆肥農法」で有機栽培に取り
組んできました。周辺の里山の落ち葉を発酵させて堆
肥にし、畑の土づくりに用いる、320年以上続く伝統の
循環農法です。
また、石坂ファームでは「固有種野菜」にこだわって野
菜づくりを行っています。一般的に売られている「F1種
（大量生産や安定供給に対応できるよう人為的に改
良した種）」に対して、「固有種野菜」とは、長い時間を
かけてその土地の気候や風土に適応した種のことを
言います。
GLOBAL G.A.P.と有機JASを取得した農園で固有種
野菜を栽培している実績は多くありません。

石坂ファームは、伝統農法を用いた固有種野菜の有
機栽培に挑戦し、食に対する安心安全の順守はもち
ろん、環境への負荷もできる限り少なくすることを考え、
環境保全型の農園を目指しています。
当社では、これからも石坂ファームの取り組みを通じ
て限りある環境を守り、持続可能な社会のためにある
べき農業のスタイルを追求していきます。

■国内の有機農家は
まだまだ少ないのが現状

有機JASでは、農産物の栽培方法、製造工程、流通
方法、商品の保管・管理とその責任者の制定など細
かく条件が設定されています。

・圃場（畑）の土に、禁止された農薬や化学肥料を2年
以上使用していないこと
・栽培中も、禁止された農薬や化学肥料を使用してい
ないこと
・遺伝子組換えの種を使わないこと
などの条件を満たすよう、JAS法で厳密に定義されて
います。

現在、有機農業に取り組む国内農家は全体の約
0.5％と言われており、
そのうち有機JASを取得しているのは1/3程度に留ま
るとされています（※）。
有機栽培は、農薬（除草剤、防虫剤など）や安価な化
学肥料等が使用できないため手間と時間がかかって
しまうことなどから、国内では広く普及していないのが
現状です。

※平成31年農林水産省生産局農業環境対策課「有機農業
をめぐる事情」より

■伝統の「落ち葉堆肥農法」で
固有種野菜の有機栽培を実現

http://www.ishizaka-group.co.jp/

